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1囗 ダ ンの 「面」概念
「面」概念 は,ロ ダ ンの残 した発言 および
記述の うちに見 出され る。 多 くの場合,「面」
は"lesplans"と,複数形 で語 られ てい る。
一個の作品 のうちに複数 の 「面」が存在す る
ということで ある。 その様態 は,ロ ダ ンが手
元 で粘土 を こねて小 さな人物像 をこ しらえ,
フィデ ィア スと ミケ ランジェロ,両 者 の作品
の構造 を分 析 した記録 に明 らかで ある。
































勢を成 り立たせ,肉 付けを制御する 「面」に
基づいて生 じていることを意味する。 このこ
とをさらに厳密に考察するべ く,1877年制作
























































「面lesplans」とい う語 は,ロ ダ ンの残
した唯一 の著書"LescathedralesdeFrance"
にも確認で きる。 フランスのゴ シック大聖堂
にお いて も,ロ ダ ンは,複 数 の 「面」 による
構成が建築 に光 と影を もた らす様子 を見て い
た。 その様子 はまた,そ の油彩画 とデ ッサ ン
を見て も明 らかで ある。
大聖堂 にお ける凹凸は,内 部空 間を規定す
る交差 ヴォール トが外へ と張 り出す ことで生
じて いる。交差 ヴォール トは規則 に即 して配
置 されてお り,し たが って凹凸は規則的 に形
成 され る。隆起が明 るみ と結 びついて量の表
現 とな るため には,そ の隣 り合 う箇所 にお い
ても同様,明 るみ との関係 に即 して陰影をた
たえ るよう,窪 みが作 り出されねばな らな い。
すなわ ち,光 と影,両 者 が呼応 的に量的表現
をなす,大 聖堂の構造 的な凹凸のうちにも,
ロダ ンは 「面」を見ていた といえるで あろう。
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